
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
徳
太
子
像
建
立
に
よ
せ
て 

 
 

 

令
和
三
年
十
一
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

聖
徳
太
子
は
、
一
四
〇
〇
年
以
上
前
に
様
々
な
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
人
物
で
す
。
そ
の
偉
業

の
中
で
も
、
冠
位
十
二
階
は
当
時
の
日
本
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
個
人
の

良
さ
を
評
価
し
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
と
い
う
制
度
で
し
た
。
冠
位
十
二
階
の
制

度
は
、
様
々
な
個
性
を
尊
重
す
る
現
代
の
日
本
に
通
じ
る
考
え
方
で
す
。
聖
徳
太
子
像
は
そ
の
象

徴
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
太
子
の
精
神
と
と
も
に
未
来
に
向
け
て
私
た
ち
が
し
っか
り
と
引
き
継
い

で
い
き
ま
す
。 

太
子
町
立
中
学
校
生
徒
一
同 

  

太
子
町
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
か
た
ち
と
な
った
多
く
の
ご
寄
附
と
実
行
委
員
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
太
子
町
を
訪
れ
る
人
を
迎
え
る
立
派
な
聖
徳
太
子
像
が

完
成
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
太
子
の
和
の
精
神
が
こ
の
像
と
と

も
に
将
来
に
向
け
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

太
子
町
長 

田
中
祐
二 

 
 

右面 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
徳
太
子
像 

正面 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
の
時
代
か
ら
一
〇
〇
年
先
の
未
来
へ 

～
聖
徳
太
子
と
共
に
～ 

こ
の
聖
徳
太
子
像
は
、
令
和
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
太
子
没
後
一
四
〇
〇
年
と
い
う 

一
〇
〇
年
に
一
度
の
節
目
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
太
子
の
功
績
や

受
け
継
が
れ
て
き
た
思
想
を
知
る
機
会
と
な
る
よ
う
製
作
し
ま
し
た
。
い
ま
日
本
を
は
じ
め

世
界
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
人
類
に
と
っ
て
未
曽
有
の
災
厄
と
な

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
終
息
を
願
い
つ
つ
、
こ
の
像
に
託
し
た
太
子
の
精
神
を
一
〇
〇

年
先
の
未
来
へ
と
繋
い
で
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
十
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 

聖
徳
太
子
没
後
一
四
〇
〇
年
記
念
実
行
委
員
会 

会
長 

澤
田 
清 

委
員 

藤
原 

幹 
松
井
元
治 

金
谷
和
美 

松
井
史
郎 

小
路
義
弘 

角
田
誠
一 
加
藤
孝
次 

原 

利
則 

水
本
孝
后 

今
川
弥
生 

羽
田
妙
子 

阪
本
欣
久 

筒
井
一
太 

石
垣
正
之 

左面 


